
    

 

URBAN KUBOTA NO.18｜26 

①はじめに 

相模川は，神奈川県の中央部を流れて相模湾に

注ぐ．この川の中・下流域は，標高20～70ｍの

緩やかな起伏の丘陵と，広い平坦な台地とから

なり，相模川と海岸に沿っては低地が広がって

いる．これらの低い丘陵，台地，低地をまとめ

て，ここでは広義の相模平野と呼ぼう． 

図１は，現在の河川によって侵食される以前の

この平野の状態を復元した埋谷図である．この

図に明らかなように，相模平野は，西側の高さ

1,100～1,600ｍの丹沢山地によって，北側から

東側にかけては高さ70～200ｍの多摩丘陵によ

って囲まれている．そして平野の南側はどうか

というと，ここは相模湾に向かって開いている

ようにみえるが，実はそうではない．大磯から

東方にのびる湘南海岸すれすれの海底には，第

三紀層が点々と露出しており，茅ヶ崎では小島

になり，片瀬海岸では江ノ島となって終る．つ

まり相模平野は，地質学的には南側にも閉じた

盆地状をなしているのである．あとで述べるよ

うに，盆地の中心部（沈降部）は，平野のほぼ

中央，新幹線が沖積低地を走るあたりにある． 

この盆地は，第四紀の中頃（更新世中期）から

始まった沈降運動によって造られ，その運動は

現在まで続いているとみられている．地盤の沈

降と間永期における海面上昇とが重なった時代

には，東は横浜の戸塚を抜けて東京湾まで，西

は小田原の酒匂川，北は秦野から厚木にいたる

広い範囲が内湾状の海域となった．内湾の東部

は≪戸塚湾≫とも呼ばれている．盆地の中には，

沈降と共に相模川が運んできた大量の砕屑物が

厚く堆積した．こうした事情が明らかになるに

つれ，この沈降城＝堆積盆地は，≪相模積成盆

地≫と名付けられ，沈降運動は≪相模造盆地運

動≫と呼ばれるようになった． 

積成盆地に堆積している地層のうち，丘陵を構

成しているものは主として海成層で，更新世中

～後期にかけての堆積物が，相模層群と呼ばれ

る．相模層群の厚さは明らかではないが，約400

ｍはあると推定されている．相模層群の堆積期

には，いくつかの海進（海水面の上昇）と海退

（海水面の低下）とがあり，これに伴って多く

の海成段丘がつくられた．更新世の末期になっ

て海が退いたあとの盆地では，河川の侵食と堆

積が始まった．河川は，以前につくられた海底

段丘を侵食し，またこの地層の上に，広い範囲

にわたって扇状地や自然堤防帯などを形成し，

広く平坦な台地をつくった．そしてこれらの河

成段丘（河岸段丘）の間には，かつての海成段

丘が丘陵として，断片的な姿でとり残されるこ

とになった．図４が，相模平野南部に分布する

丘陵と台地である．また現在の河川の周辺域や

海岸沿いに分布する低地は，完新世につくられ

た沖積層からなっている． 

ところで，相模平野を構成する上記のような地

層の堆積面は，造盆地運動の進行と共にさまざ

まに変形していることが知られている．本章で

は，主としてこの変形の様子を中心に述べ，あ

わせて相模平野の形成史にも簡単に触れよう． 

②第四紀層の地質調査とボーリング 

一般に地質調査をするときには，クリノメータ

ーという簡単な器具を用いて，地層の走向や傾

斜角を測る．しかし沖積層の場合には，露出し

た地層がないので，土木建設工事で地表を掘っ

たときとか，あるいはボーリングをしたとき以

外には，調べることができない． 

また洪積層は，丘陵と台地のヘリで調べること

ができるが，地層の傾斜角度が緩いので，クリ

ノメーターで測ることは殆んどできない．そこ

で正確な地図（縮尺1/2,500～1/5,000）と，ハ

ンドレベルといって簡単に高さを測る器具を使

って，崖の位置と高さを測り，地層の走向と傾

斜を計算する． 

相模川中・下流域の第四紀層の調査では，この

ような地表調査のほかに，地下地質の正確な状

態を知るために，ボーリング資料を全面的に利

用した．あらたに180ｍのオールコアーボーリ

ング（注１）を始め，17本のコアーボーリングを

行なったが，そのほか約4,000本にのぼる土木

工事用のボーリング資料や深井戸資料をも洩れ

なく利用した．こうした作業によってつくられ

たのが，図10以下の地質図である． 

③段丘のでき方 

―海面変動と地殻変動とのからみあい― 

段丘は，段丘をつくる営力によって河成段丘と

海成段丘とに分けられる．図２に示すように，

河成段丘は，海面が上昇している間氷期には河

川の中・下流域に，海面が低下する氷期には，

河川の上・中流域（山間部）につくられる（谷

を刻む作用はこの逆である）．また海成段丘の

平坦面は，海面の上昇期に浅海を埋積する堆積

面としてつくられる．このように両者とも，汎

世界的な海面変動によってつくられるのである

が，しかし，局地的に地殻変動が生じている場

合には，海面変動によってつくられる段丘の形

態は，それぞれの地域によって異なってくる． 

図３は，海面変動と地殻変動とが同じ程度にく

り返すと仮定して，地層が堆積したり侵食され

たりする様子を模式的に描いたものである．図

の中央が安定地域で，左側が隆起地域，右側が

沈降地域である． 

左の隆起地域では，高い段丘には，古い時期の

ローム層（火山灰層）から新しい時期のローム

層までが次々につもる．そして低い段丘には，

新しい時期のローム層だけしかつもらない．同

時に，古い段丘ほど高く，新しい段丘ほど低い

という階段状の地形がつくられる．南関東では，

多摩丘陵の段丘がこのタイプの代表である． 

中央部の安定地域は，古い段丘と新しい段丘の

高さは不規則で，段丘の高さは，その段丘がつ

くられた当時の高さによって決まってくる．そ

の間，侵食と堆積がくり返されるので，断面は

きわめて複雑な様相を呈する．横浜付近の段丘

がこのタイプに近い． 

右側の沈降地域では，海面が低下しても陸地が

できないので，海底に地層を次々と堆積するだ

けで段丘はできない．東京湾などがこの地域に

当る．安定地域よりやや右側の沈降地域では，

古いローム層をのせた古い段丘が，新しい段丘

の下に埋没してしまうことも示されている． 

④関東ローム層 

―丘陵・台地の区分と対比― 

相模平野の丘陵と台地のすべてにつもる赤土は，

関東ローム層と呼ばれる．このローム層は，更

新世中期から後期にかけて，この地域に降下し

た火山灰の総称である．ローム層の大部分は，

箱根火山の噴出物であるが，その最上部は富士

火山の噴出物が主体をなしている．このほか，

ごくまれに両火山以外のものも認められている．

これらの火山灰は，偏西風によって西から東に

運ばれて南関東一円につもったので，東～東北

方へゆくにつれて薄くなる．相模平野西方の大

磯丘陵では，両火山に近く位置しているので，

これらの火山灰が厚く，連続的に堆積し，全層

厚は約300ｍにも及んでいる． 

これらの火山灰の中には，直径１～20ｍｍぐら

いの軽石やスコリヤがたくさんはさまれている

ので，それらの特徴ある火山灰層を鍵層にして

ローム層を区分し，丘陵や台地がつくられた時

期を知る手がかりにすることができる．すなわ

ちローム層によって，相模平野の丘陵・台地を

関東堆積盆地―５ 

相模堆積盆地 
岡 重文＝通産省工業技術院地質調査所 
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区分し，対比することができる．またこれらの

丘陵・台地を，多摩川流域の多摩丘陵の武蔵野

台地と対比することも可能になる．表１に示す

第四系の対比表は，このような方法でつくられ

ている．また図９は，関東地方のローム層区分

の基準となる大磯丘陵のローム層総合柱状図で

ある．ここでは225枚の鍵層で識別され，ロー

ム層は全体で10層に区分されている．なお，こ

の総合柱状図には，鍵層のほか５枚の軽石流堆

積物が認められ，これらを含めると大磯丘陵の

ローム層の全層厚は約300ｍにも達する（注２）． 

⑤相模平野南部の段丘変形 

前節で述べたように，丘陵・台地の形成時期は

ローム層によって識別されるが，図10の地質図

には，それぞれの丘陵・台地がつくられた時の

水成層の堆積面に連続してつもったローム層，

換言すれば，それぞれの丘陵・台地につもった

一番古い時期のローム層を示すことによって，

地層を表現している．古いローム層の上位には，

当然新しい時期のローム層がつもっているが，

それらはすべて省略している．そして，これら

のローム層の基底が，現在どのくらいの高さに

分布しているかを，等高度曲線として示してあ

る．つまり，それぞれの段丘をつくった地層の

現在の高度が曲線で示されているわけである．

さて図10～13の地質図及び断面図を中心に，相

模平野南部の段丘の上に生じた変形の主要なも

のを探ってみよう． 

≪相模原台地≫ 

相模原台地の大部分を占める広い平坦面は，相

模野面とよばれ，約６万年前に相模川が，座間

丘陵・高座丘陵を削ってつくった扇状地である

（注３）．地表の海抜高度は北部で約80ｍ，南部

の新幹線の南で最も低く35ｍ，南端部では50ｍ

と高くなる．相模野面には，武蔵野ローム中部

から立川ローム層まで，厚さ18～20ｍのローム

層が堆積する．台地をつくる段丘礫層の高さ（図

10のローム層の基底高度）は，新幹線の南側で

最も低くなり，その南では逆にまた高くなる．

礫層の一番低くなった個所―つまり沈降した

個所は東方にのび，横浜の戸塚あたりまで続く

が，東の方へゆくにつれて沈降量は小さくなる．

この線は，従来から≪秦野―横浜沈降帯≫（図

４）と呼ばれている沈降帯と一致する．（これ

については後に述べる） 

この沈降帯の南側は，北西に傾動しながら隆起

している．台地の南西部はドーム状に隆起し（図 

注１＝パイプて孔を掘り，ロームや砂などを採取する.

注２＝これらの軽石流堆積物は，いずれも箱根火山か

らのもので，約24万年前から５万年前の間に５回噴出

し，堆積している．軽石流が多量に噴出したさいは，

陥没カルデラが生じるといわれるが．これらの箱根火

山からの５回の軽石流のうち，相模川の東側まで流れ

てきたのは，約24万年前の早田ローム層の軽石流と，

約５万年前の武蔵野ローム層の軽石流だけである．早

田ローム層の軽石流は，藤沢市の西部で厚さが1.5ｍ

ぐらいある．武蔵野ローム層の軽石流は，茅ケ崎市役

所の東で沖積層におおわれているが，これも厚さは約

1.5ｍぐらいである．この軽石流は，横浜市戸塚区戸

塚駅の東方でも見つかっている． 

注３＝東京の武蔵野台地もこれと同じ時朗につくられ

ているので，この台地は武蔵野面（Ⅱ面）ともよばれる.

図１－埋谷図 図２－間氷期・氷期・後氷期における河川の堆積・

 侵食による河岸段丘形成のモデル <貝塚1977>

図３－段丘発達と海成層および火山灰層の堆積過程を示す概念図 <菊地原図･三梨ほか（1979）に加筆>



    

 

URBAN KUBOTA NO.18｜28 

11・図４），沈降帯との高度差は約14ｍに及ぶ．

また図12に示す相模川と小出川にはさまれる地

域は，このドーム状隆起部と南西に接する沖積

低地であるが，図にみるようにここでは，相模

野面は急激に沈降して沖積層下に埋没してしま

っている．相模野礫層の上限高度は－14ｍで，

隆起部との高度差は約20ｍにも達している．約

６万年前に，ほぼ同じ高さの扇状地として形成

された段丘面が，局地的な隆起・沈降によって，

このようにはげしく変形しているのである． 

≪高座丘陵≫ 

高座丘陵は，相模野台地の南部にある丘陵で，

海抜高度は北部46ｍ，中央部35ｍ，南部60ｍと

南北で高く中央部で低くなる．丘陵には，下末

吉ローム層から立川ローム層まで，厚さ20～35

ｍのローム層が堆積する．丘陵をつくっている

地層は，約13万年前の下末吉海進の時代に，浅

い海や三角州に堆積した地層で，下末吉層と呼

ばれる．この地層は，横浜から川崎にかけて広

く分布する下松吉層（高さ40～50ｍ）と同じ時

期のものである． 

下末吉層の高さは，新幹線の北側の旧汀線（昔

の海岸線）で16～17ｍ，秦野―横浜沈降帯で10

ｍより低くなり，沈降帯の南ドーム状の隆起

帯では26ｍ，丘陵の南東部では30ｍになる．こ

の形状は，丘陵の東西にある相模野面の変形と

同じである．すなわち， 

①同じ時代に，同じ海面下の海成層としてつく

られながら，高座丘陵の方は，横浜・川崎の台

地（旧汀線付近の下末吉層の高度は約40ｍ）に

くらべて約25ｍも低くなっている． 

②丘陵は，東西方向を軸として，南北に波をう

ったような形で変形している． 

③丘陵と相模原台地（相模野面）は，ほとんど

同じ形で変形し，沈降帯とドーム状の隆起帯と

の高度差は，台地で14ｍ，高座丘陵で16ｍにな

り，僅かに丘陵の方が高度差が大きい．約６万

年前につくられた台地と約13万年前につくられ

た丘陵の変動量がほとんど同じということは，

このドーム状の隆起が，約７万年前（善行面の

つくられた時代）に始まったと考えなければ説

明がつかない． 

≪座間丘陵≫ 

座間丘陵は，相模原台地の西縁に南北に細長く

のびる丘陵で，海抜高度は50～80ｍ，北から南

に低くなる．この段丘面は座間Ⅰ・Ⅱ面に区分

される．座間Ⅰ面には，藤沢ローム層から立川

ローム層まで，約60ｍのローム層がつもってい

る．丘陵をつくる座間丘陵礫層は，約30万年前

に堆積した相模川の扇状地礫層である．その後，

丘陵の東側と西側が河川により削られ，河床礫

が堆積して約16万年前には新たに土屋面（座間

Ⅱ面）が形成された．土屋面には，土屋ローム

層から立川ローム層まで，厚さ約40ｍのローム

層が堆積している． 

座間丘陵礫層の高さは，北部の座間市で60ｍ，

東名高速道路で－20ｍ，秦野―横浜沈降帯では

実に－90ｍまで低くなっている（図11）．この

礫層と同じ時期に堆積した多摩丘陵のおし沼砂

礫層の高さは，60～65ｍである．海成層のおし

沼砂礫層より，河床に堆積した座間丘陵砂礫層

の方が150ｍ以上も低いのは，隆起帯にある多

摩丘陵と，沈降域にある秦野―横浜沈降帯との

両者の昇降運動の結果と考えられる． 

また，座間丘陵の南部には土屋層が堆積してい

るが，堆積面の傾斜は，12～16‰と南に低くな

る．座間丘陵砂礫層も土屋層も河成の堆積物で，

地層がつくられた当初から北から南に傾斜して

いたのであるが，座間丘陵礫層が現海面下より

低くなることや，古い座間丘陵礫層より新しい

扇状地性の土屋面が高位にあることなどから考

えると，土屋層が堆積するまでに座間丘陵礫層

は南に傾動沈下していたものと考えられる． 

なお，座間丘陵の東側に広がる相模野面は，基

底礫層の傾斜が3.4‰で，現在の相模川の河床

表１－第四系の対比表 岡ほか<1979>
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勾配とほぼ同じである．そして隣接する高座丘

陵北部の砂礫層（下末吉海進の波食台に堆積し

た地層）は，ほぼ水平に近い形で堆積している．

これらのことから，積成盆地北部は，下末吉層

堆積以後ほとんど変形していないと考えられる． 

≪秦野―横浜沈降帯≫ 

この沈降帯は，相模川の西方にある秦野盆地か

ら，東方の横浜市戸塚区まで東西にのびている． 

秦野盆地と大磯丘陵を境にする渋沢断層から，

大磯丘陵の北側を流れる金目川に沿って東にの

び，相模川を新幹線の南側で横切り，戸塚駅の

東方までつづいている．最近の調査によると，

沈降帯は，秦野盆地から横浜まで連続的には続

かずに，相模川で南と北に約５ｋｍ位ずれてい

るようである．また，沈降運動は，造盆地運動

の始め頃から現在まで続き，沈降量は相模川の

河床付近で最も多く，東の方ではすくなくなる．

沈降帯を挾んで，南と北とでは地殻変動の様子

がことなっている．約13万年前位までは全体的

に沈降地域であったが，約13万年前から約６万

年前にかけては運動形態に変化がみられ，沈降

帯の北側では，沈降地域から安定地域にかわり，

南側では沈降地域―安定地域―隆起地域にかわ

っている．このように沈降帯は，造盆地運動に

対して重要な位置を占めている． 

≪伊勢原台地≫ 

この台地は，約30万年前に丹沢山地から流れる

鈴川・日向川などの扇状地としてつくられた．

台地は東に傾動沈降しているが，台地の西側に

は南北にのびる伊勢原断層があり，断層に沿っ

て西側が落ちて低くなっている．台地全体が沈

降しているので，約18万年前に堆積した扇状地

礫層によって，前の扇状地の大部分はおおわれ

ている．約13万年前の下末吉海進の時には，台

地の南部一帯は海域になり，海成の下末吉段丘

をつくっている．沈降運動はその後も続いてい

るので，約７万年前には，台地の中央部から北

側一帯が扇状地の礫層におおわれ，善行面（Ｍ１）

がつくられた，約６万年前になると，台地の北

側を鈴川・日向川が流れ，相模野面（Ｍ２）がつ

くられた．約５万年前には，相模野面を侵食し

て，現在の沖積面より低い位置に礫層を堆積し

て台面（Ｍ３）をつくっている．このように，伊

勢原台地は，約30万年前からの侵食と堆積のく

りかえしによってつくられた．台地をつくって

いる水成層の高さを見ると，約18万年前につく

られた土屋面が低く，約13万年前の下末吉面，

７万年前の善行面と順に高くなり，約６万年前

の相模野面が最も高くなっている．なお，約５

万年前の台面は，沖積層におおわれて埋没段丘

になっているが，段丘礫層の高さは，土屋面よ

りも高く，善行面よりも低いようである． 

≪相模川西岸沖積低地の埋没段丘≫ 

沈降が最近まで継続している地域では，さきに

も触れたように以前につくられた段丘が沖積層

の下に埋没している場合も多い．図13は，小田

原―厚木バイパスの縦断面図で，道路公団のボ

ーリング資料と，周辺の丘陵・台地の調査資料

にもとづいて作成した．図によると，約30万年

前の座間Ⅰ面から早田面，土屋面，そして約５

万年前の台面までの各段丘がすべて，沖積面下

に埋没してしまっている．また古い段丘ほど低

く，新しい段丘ほど高い．このことは，少くと

も約30万年前から最近まで，この地域では沈降

が継続していること，また北部より南部の方が

沈降量が大きいことを物語っている． 

図11をみると，沖積層におおわれて埋没段丘に

なっている台面の高さは－16ｍで，同じ台面が，

引地川の下流では高さが25ｍになっている．台

面の高度差が約40ｍもあるのは，段丘がつくら

れた時の高度差に変動量が加わったためと考え

られる．なお相模川を始め多摩川などの下流域

では，立川段丘が沖積面下に埋没している．こ

れは，段丘がつくられた時の高さが，現在の沖

積面より低い位置でつくられたためである． 

図４－相模平野南部の丘陵･台地と第四紀地質構造要素 図５－大磯丘陵北東部の南北断面図 
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≪大磯丘陵の埋没段丘≫ 

埋没段丘は，沖積層の下にかくされているだけ

ではない．それは，主として地殻の昇降運動が

継続している期間に関連して生じるので，その

在り方もさまざまで，丘陵や台地の下位にも多

くの埋没段丘が見出される． 

図５は，大磯丘陵北東部でボーリング調査によ

り明らかにされた埋没段丘である．図の中央部

にある旧汀線（昔の海岸線）は，約24万年前の

早田海進によってつくられた．当時，この海岸

線の北側には，約30ｍの高さの海食崖が連らな

っていた．その後，丘陵の南部が隆起し，北部

が沈降する地盤運動によって，約13万年前の下

末吉海進の時代までには，南側にある早田面が

はげしく隆起し，早田面より高位にあった北側

の古い段丘（下庭面）は沈降して，地形が逆転

してしまっていた．図にみるように，早田面は

下庭面よりも20ｍ以上も高くなり，相対的には

50ｍ以上も変動した．下末吉期の海は，沈降し

た下庭面をおおい，南の早田面の一部に侵入し

た．この結果，下末吉面の下には，より古い段

丘である下庭面と早田面の一部とが埋没してい

る．このように大磯丘陵北東部では，丘陵下に

ある埋没段丘の状態が，約24万年前から約13万

年前までの間に，この地域に生じていた変動の

様子を知らせてくれる． 

⑥相模積成盆地の形成史 

第四紀更新世中期に始まった相模造盆地運動に

よって，相模川中・下流域から沈降が始まり，

その後，ほぼ東西方向を軸として沈降域が広が

っていった．盆地は相模湾に面しているので，

沈降が始まるとすぐ海域になり，沈降域が広が

ると共に海域が広がっていった．この頃に盆地

を流れていた川は，洒匂川・中津川およびその

他の小河川だけであった，古相模川は，盆地の

北方で西から東に流れて多摩丘陵を縦断し，東

京都府中市に流れこんでいた． 

屏風ガ浦層が堆積する頃には，海域が最も広が

り，東は横浜市戸塚区をへて東京湾とつながっ

ていた．その結果，鎌倉から三浦半島にかけて

は，本土から離れた≪島≫になっていた．（図６

Ａ）屏風ガ浦層を堆積した盆地は，その後の海

退と埋積によって，盆地東部の戸塚湾から陸域

になっている．この頃になると，古相模川は，

東から南に方向を変えて積成盆地に流れ込み，

盆地を急速に埋積していった．その後の海進と

海退によって，盆地は陸域と海域とを交互にく

り返している． 

約25万年前の早田海進の頃からは，盆地内部に

新たな変動が生じ始め，局地的な隆起・沈降運

動があらわれてくる．約13万年前の下末吉海進

が終る頃から，秦野―横浜沈降帯をはさむ南と

北の沈降域で沈降量が急激に減少し，大磯丘陵

南東部は，従来からの隆起運動が一層はげしく

なってきた．下末吉海進期の海域は，図６Ｂに

示してある． 

下末吉海進が終り，小海進をはさみながら海退

は約1.8万年前まで続いている．約７～５万年

前には，相模川を始め他の中・小河川によって，

扇状地が広範囲につくられた．武蔵野面が形成

されるこの時期には，再び新しい変動が始まり， 

秦野―横浜沈降帯の南側一帯が沈降から隆起に

転じて寒川ドームをつくりだす．この変動は，

現在まで継続していると考えられる． 

相模川は，約５万年前に現在の河床付近が流れ

るようになった．相模川東岸の丘陵・台地は，

北西と西及び東に傾斜し，西岸の丘陵・台地は，

東と西に傾斜している．このように，相模川を

はさむ対称的な段丘地形から，相模川に沿う南

北方向の沈降運動が考えられる． 

≪ウルム氷期最盛期から現在まで≫ 

相模川沿いや海岸近くの低地帯は，約1.8万年

前のウルム氷期最盛期以降に堆積した，いわゆ

る沖積層である．地表から２～３ｍまでの沖積

層は，砂礫層・砂層および木の葉まじりの泥層

で，相模川や他の河川の河床に堆積したもので

ある．この堆積物の下には，貝がらまじりの砂

層やシルト層がある．産出する貝化石には，今

より少し暖かい気候下の浅い海に生息するもの

が多い．この地層が，約6,000年前の縄文海進

時の浅い入江に堆積した海成層で，この地層の

分布から，当時の入江は相模川下流の新幹線の

北側まで入っていたことがわかる（図６Ｃ）． 

図８は，この沖積層を東海道線沿いに切った東

西断面である．図によれば，沖積層基底は，東

から西に緩く傾斜し，相模川付近から急に深く

なって埋没谷になる．谷部の基底礫層と下部礫

層は厚さ10～30ｍにも及んでいる．下部礫層の

上位には厚さ５～35ｍの下部泥層があるが，こ

の岩相は横（西）方向への変化がはげしい．下部

層から上部層（層厚約70ｍ）までは，約１万5,

000年前～6,000年前までの急激な海進（約100ｍ

近く海面が上昇したといわれている）による堆

積物と考えられる． 

図７は，沖積層基底の等深度曲線図である．ウ

ルム氷期最盛期には，海面は現在より80～100ｍ

以上も低かったといわれているが，この図には

当時の相模川によって刻まれた谷地形が表わさ

れている．図によると，相模川の河口付近は谷

斜面がきわめて急で，谷幅のせまいＵ字谷にな

っている．河底の深さは－80ｍにもなるが，東

海道線の北側では，－80～－85ｍの深さに平ら

な谷底地形が見られる．高さは，河口付近より

も少し深くなっている．この付近は，造盆地運

動によって最も沈降しているところで，この期

間に少なくとも５ｍぐらいは沈降している可

能性がある．また，本地域南隣の海岸沿いには，

更新世の地層がぐんと薄くなり，沖積層が直接

に上総層群をおおっている．これらのことから，

この地域の沖積低地は，積成盆地南縁の運動を

反映しつつ形成されていると考えられる． 

⑦相模造盆地運動と関東大地震 

大正12年の関東大地震は，相模湾を震源地とし

て，積成盆地の西部にある大磯丘陵が大きく隆

起した（55ｐ．図４・８）．相模川流域では，相模

川の河口から厚木市付近までが北に傾動しなが

ら隆起し，厚木市付近より北側が沈降している． 

最近になって，この地震による変動は，秦野―

横浜沈降帯を境として南側が隆起し，北側が沈

降したのではないかと言われている．また，大

磯丘陵東南端にある千畳敷山は，海成段丘の下

末吉面としては最も高く，158ｍに達している． 

相模平野の下末吉面の高さが16ｍなので，比高

にして140ｍも高くなっている．千畳敷山は関

東大地震の時には1.67ｍ隆起し，房総半島の南

部とほぼ同じ位の隆起をしている．一方，相模

川の下流域では0.5ｍの隆起で，千畳敷山の約１/４

の隆起量である．約７万年前から始まる造盆地

運動と運動形態と，関東大地震による地震変動

がほぼ同じような形をしている． 

しかしながら，造盆地運動は100万年もの長期

にわたる地殻変動であり，地震による地震変動

は100～数1,000年単位の変動である．両者の関

係はまだ明らかではないが，これらの変動が重

なり合った結果が「段丘変形量」としてあらわ

れている．造盆地運動の変動量は，関東地震の

隆起量よりすくないが，最近になって地殻変動

速度が加速されたと言う考えもあるので，長期

的な地殻変動と短期的な地震による地殻変動と

の関連性を，今後の研究によって明らかにする

必要がある． 




